
建設委員会資料

令和2年8月19日
都市環境部都市計画課

羽田新ルートの運用状況等について
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航空局首都圏空港課

空港業務課

羽田空港の新飛行経路の運用状況等を定期的に公表します

本年3月29日から運用を開始している羽田空港の新飛行経路について、各騒音

測定局の騒音測定結果や部品欠落の報告件数・内容、新飛行経路を運航した航空機

の便数等について、ホームベージで定期的に公表を行ってまいります。

1.新飛行経路の運用状況等の公表について

新飛行経路の運用状況等について、以下のホームページにおいて定期的に公

表いたします。公表する項目・頻度については資料1をご覧下さい。

公表ベージ:羽田空港のこれからhttps//wwwmlit,go,」p/koku/haneda/

2.運用状況等について

第1回の運用状況等のうち、主な項目の概要は以下のとおりです。

その他の項目については上記ホームページをご覧下さい。

It↑、新飛行経路運用開始後(3/29～4/30)の騒音i則定結果について(資料2)

●住民説明会等でお示しした推計平均値と実測値の平均を比較したところ、約

65%は推計平均値の範囲内、推計平均値以上/以下はそれぞれ約18%でした。

●今後とも、騒音状況の的確な把握に努めていきます。

〔212019年度の部品欠落報告について(資料3)

●新飛行経路の運用開始以降(20203.29～6,30)、新飛行経路において確認さ

れた落下物は0件でした。

●羽田空港を含む主要7空港において、今後の落下物の未然防止策につなげる

ため、到着後の機体を徹底的に点検した結果、2019年度に確認された部品欠

落の総計は928個でした。

●今後とも、航空会社やメーカー等と協力して、更なる点検の徹底等の未然防

止策を実施し、再発防止に活かしていきます。

〈お問い合わせ〉

■新飛行経路全般・公表項目(資料1)・部品欠落(資料3)について

国土交通省航空局首都圏空港課塚本・田面木(内線49327)

電話03-5253-8111(代表)03-5253-8716(直通)FAXO3-5253-1658

■騒音測定結果〔資料2)について

国土交通省航空局空港業務課寺坂・坂(内線49432・49434)

電話・03-5253-8111(代表)03-5253-8724(直通)FAX・03-5253-1658



團
定期的に公表を行う項目

項目各ダイヤごと(概ね半年に1回}2ヶ月に1回
【騒音対策】

各騒音測定局における騒音測定結果○0
全体の騒音分析○

就航機材割合○

【落下物対策】

部品欠落件数及び欠落部品内容○○

落下物防止対策基準の拡充(拡充する場合)○

駐機中の機体チェソク件数・ランプインスペクション実施状況○
【その他】

新飛行経路の運用時間・運航便数○0

北風・南風の運用割合○○

新飛行経路を運航した航空機の航跡図○○
ゴーアラウンド発生状況○
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羽田空港新飛行経路に係る航空機騒音の測定結果

(3/29～4/30)

⑲国土交通省
》〃〃gtllofLαndJnllasti'κ1'〃c)Ti`ail～poltc〃idTOtti't・ln



全体総括 ⑨国土交通省

○騒音測定の地点ごとに計算した機体サイズ別の実測値の平均

と、住民説明会等でお示しした推計平均値を比較したところ、約

650/・は推計平均値と同等、約18%は推計平均値以上、約18%

は推計平均値以下であることが確認できた。

○上記の結果については、新型コロナウイルスの影響により、通

常より便数が少なく、かつ、小型化・軽量化の状況下での結果で

あることに留意する必要。

○今後の騒音発生状況の把握については、経路下の各地に設置

した騒音測定局における測定のほか、別途1～2週間程度の

短期的な測定を検討するなど、引き続きデータを収集して精査

していく。なお、今後の進め方等については関係自治体と調整

していくこととする。
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騒音測定局ごとの実測値 ⑨国土交通省
一

実測値と推計平均値を比較すると、百:33。65% 号…直2上:9。18% 昔…直2 :9。18%

※「実測値の平均」の小数占を切り上げて、「推計平均値」と比較量…》直・量…、直、古

大型機中型機小型機

測定局一実測値の平均説明会等てお示しし実測値の平均説明会等てお示しして実測値の平均説明会等てお示しして
'329～430実機飛行確認ていた推計平均値'329～430実機飛行確認いた推計平均値329～430実機飛行確認いた推計平均値

第五葛西小学校(江戸川区)【G離陸】東京都交通局大島総合庁舎(江東区)【c離陸】69469777～68唖69168174～68A64864576～611曜65065273～6165566374～65{65465971～65
国立医薬品食品衛生研究所(川崎市)【B離陸】羽田小学校(大田区)【B離陸】831▲7879▲391囲艦772+2781+376一7812819一噛709745-A821▲3845▲186731砲739:・72
八幡木中学校(川ロ市)【C着陸】66865568～66り63463464～60一63463665～58
岸町公民館(さいたま市)【A悪天A好天】638▲1668/63570/66～65601649/61166～64/62～58607660/61267～63/63～56

^▲,!▲17

袋小学校(北区)【c好天】66467568～66囚64063064～60A64163865～58

赤塚第二中学校(板橋区)【AC着陸】648▲1640▲268～66,61861764～60n60862465～58

練馬区職員研修所(練馬区)【A・c着陸】668652▲170～67り63261866～61一62162067～59

千早小学校(豊島区)【c着陸】68467169～67660+1659+165～61}65464866～59
落合第二小学校(新宿区)【c着陸】695π699.169～68A686+4679+365～63闇、668中1661+166～61'
小淀ホーム(中野区)【c着陸】68867670～68678+2669+166～6366265867～61

^L骨引

広尾中学校(渋谷区)【A・c着陸】687▲2696▲171一665668-A648655+165

田道小学校(目黒区)【A着陸】73873374～73}725+270671～69一70769371～68

高輪台小学校(港区)【c着陸】75175776～73闇735743中174～69圏72372973～68、

東京都南部下水道事務所品川出張所(品川区)【A着陸】東京都立産業技術高等専門学校品川キャノハス品川区〕【AC着陸】78477980～76694・:699迄74囲76475078～721曜689693-A74173977～71{677685+168
東京都下水道局八潮ホンプ所(品川区)【AC着陸】722▲1711▲274曜707685一囲695中2687+168
大森第五小学校(大田区)【A着陸】640▲5646▲469618629一613▲3619▲365

同等10局〔53γ)9局〔47%)9局ゆ9%}9局[69%)14局〔74㌻.}12局【63⊂。)

計19騒音測定局推計平均値以上2局〔11%〕2局〔11%)4局〔51駒4局〔31勾3局〔16%15局(26勾

推計平均値以下7局(37%)8局〔42%)2局〔11%)2局(11ツ}

【実機飛行確認】同等30局(59%)、推計平均値以上11局(22%〉、推計平均値以下10局(20%>

B
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【測定結果】江戸川区立第五葛西小学校 ⑲国土交通省

○飛行経路と測定地点の位置関係等

・C滑走路北向き出発経路の側方200m程度に位置する。

・騒音の影響を抑えるため、離陸後、急上昇方式または最適上昇方式のいずれかを実施する騒音軽減運航方式を

採用している。

○実測データの分布

(回数)140-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一『≡卜士勾:65.8dB-一一一一一一一一一一一一一

120

騒音発生回数;1,306

100

80

60

40

20

大型機

中型機

小型機

実測値平均

(3129～4!30)

69.4

64.8

65.5

liilLご

単位:dB

説明会等でお示し

した推計平均値

77～68

76～61

74～65

*実測値及びLdenは新経路を飛行した航空機の騒

音値のみを集計し、算出したものです

Lden:航空機騒音を音の大きさ、継続時間、発生した

時間帯の3要素で評価する指標

0

505ユ525354555657585960616263646566676869707ユ72737475767778798081828384858687888990(dB)

■小型機■中型機■大型機※矢印は説明会等でお示しした推計平均値

○測定結果の分析

・大型機・中型機・小型機のいずれも実測値の平均が推計平均値と同程度である。

・Ldenは全体の便数が減少していることから低い値となっている。
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【測定結果】東京都交通局大島総合庁舎
⑨国土交通省

○飛行経路と測定地点の位置関係等

・C滑走路北向き出発経路の側方500m程度に位置する。

・騒音の影響を抑えるため、離陸後、急上昇方式または最適上昇方式のいずれかを実施する騒音軽減運航方式を

採用している。

○実測データの分布

(回数)100

90

一一:65.8dB-一一一一一一
騒音発生回数.953

80

70

60

50

li_ゴ1

0

大型機

単位:dB

実測値平均説明会等でお示し

(3129～4t30)した推計平均値

中型機

小型機

69.1

65.0

65.4

74～68

73～61

71～65

一
l

Lden

4月*実測値及びLdenは新経路を飛行した航空機の騒
音値のみを集計し、算出したものです。

40・6騨灘蕪帯欝継続時間・発生した
1.ll-一.._._AEIII!____________

5051525354555657585960616263646566676869707172737475767778798081828384858687888990(dB)

■小型機■中型機■大型機※矢印は説明会等でお示しした推計平均値

○測定結果の分析

・大型機・中型機・小型機のいずれも実測値の平均が推計平均値と同程度である。

・Ldenは全体の便数が減少していることから、低い値となっている。
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【測定結果】国立医薬品食品衛生研究所
⑲国土交通省

○飛行経路と測定地点の位置関係等

・B滑走路西向き出発経路のほぼ直下に位置する。

・騒音の影響を抑えるため、離陸後、急上昇方式により高度600ft(約180m)に達した後、速やかに海側へ旋回する

などの騒音軽減運航方式を採用している。

○実測データの分布

(回数)35

30

25

20

15

10

5

大型機

中型機

小型機

Lden

実測値平均

(3129～4/30)

83.1

81.2

82.1

4月

52.0

単位dB

説明会等でお示し

した推計平均値

91

86

時間帯の3要素で評価する指標

値
喋
滑

nは新経路を飛行した航空機の騒算出したものです。を音の大きさ、継続時間、発生した評価する指標.1

平均:820dB-一一一一一一一一一一一一一一一

騒音発生回数:329

0

50515253545556575859606162636465666768697071727374757677787980818283848586

⇔

■■■

8788899091(dB)
⇔

■小型機■中型機■大型機※矢印は説明会等でお示しした推計平均値

○測定結果の分析

・大型機・小型機においては実測値の平均が推計平均値を下回っている。

・使用機材が小型化・軽量化の傾向にあることから、実機飛行確認と比較して騒音値が低くなっている。

・Ldenは全体の便数が減少していることから、低い値となっている。
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【測定結果】大田区立羽田小学校
⑲国土交通省

O飛行経路と測定地点の位置関係等

・B滑走路西側出発経路の側方1km程度、羽田空港からは800m程度に位置する。

・騒音の影響を極力抑えるため、離陸後、急上昇方式により高度600fヒ(約180m)に達した後、速やかに海側へ旋回する

などの騒音軽減運航方式を採用している。

○実測データの分布

(回数)30

25

騒音発生回数338

…均÷為4dB-一一一

20

15

10

5

lllllll

大型機

中型機

小型機

実測値平均

(3/29～4!30>

77.2

70.9

73.1

単位・dB

説明会等でお示し

した推計平均値

76

72

0

⇔⇔

■小型機■中型機■大型機

4月
Lden

43.5

1111ぽ撚難麗懇
505152535455565758596061626364656667686970ア172737475767778798081828384858687888990(dB)

※矢印は説明会等でお示しした推計平均値

○測定結果の分析

・大型機・小型機においては実測値の平均が推計平均値を上回っている。

・使用機材が小型化・軽量化の傾向にあることから、実機飛行確認と比較して騒音値が低くなっている。

・Ldenは、全体の便数が減少していることから、低い値となっている。 6



【測定結果】川ロ市立八幡木中学校 ⑲国土交通省

○飛行経路と測定地点の位置関係等

・C滑走路好天着陸経路、C滑走路悪天着陸経路の直下に位置する。

・羽田空港からは好天着陸経路で33km程度、悪天着陸経路で42km程度に位置する。

・A滑走路着陸経路を使用した航空機は距離が遠いため測定されていない。

○実測データの分布
単位・dB

(回数)60-一「:63.8dB-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

50

40

30

20

10

■

■

■

■

■

994

数回

生発音騒

大型機

中型機

小型機

実測値平均
(A滑走路着陸機十

C滑走路着陸機)

(3/29～4/30)

66.8

63.4

63.4

■

■

■

■

■

■

Lden
4月

37.0

説明会等でお示し

した推計平均値
C滑走路着陸

機の平均

66.8

63.4

63.4

68～66

64～60

65～58

*実測値及びLdenは新経路を飛行した航空機の騒

音値のみを集計し、算出したものです。

Lden航空機騒音を音の大きさ、継続時間、発生した

時間帯の3要素で評価する指標

0

5051525354555657585960616263646566676869707172737475767778798081828384858687888990(dB>
一

一

■小型機■中型機■大型機※矢印は説明会等でお示しした推計平均値

○測定結果の分析

・大型機・中型機・小型機のいずれも実測値の平均が推計平均値と同程度である。

・Ldenは、全体の便数が減少していることから、低い値となっている。
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【測定結果】さいたま市立岸町公民館
⑲国土交通省

○飛行経路と測定地点の位置関係等

・A滑走路好天着陸経路から1km程度、A滑走路悪天着陸経路から400m程度、羽田空港からは37km程度に位置する。

・A滑走路悪天着陸経路よりのA滑走路好天着陸経路との間に位置する。
単位:dB

○実測データの分布

(回数)12-一一一一一一一一一一一一平均1

10

8
6

4

騒音発生回数:74

lllli面ll

実測値平均説明会等でお示しし

(3/29～4〆30)た推計平均値

大型機

中型機

小型機

67.9/63.1

【全体平均;63.8】

66.6/58.8

【全体平均:60.1】

66.1/58.8

【全体平均:60.7】

70/66--65

66-64/62-58

67～63/63～56

※A滑走路悪天着陸/A滑走路好天着陸で分けて示しています。

悪天のうち大型機・中型機については、騒音発生回数がそれぞれ1回でした,

4月

26.3

0

5051525354555657585960616263646566676869707172737475767778798081828384858687888990(dB)

←__一》←三⇒⇔
《一一一一一」一一一一一一一一→・《一一一一一一一一一》

■小型機■中型機■大型機※矢印は説明会等でお示しした推計平均値

○測定結果の分析

・大型機においては実測値の平均が推計平均値を下回っている。

・中型機においては悪天運用での実測値の平均が推計平均値を上回っているものの、好天運用では同程度である。

・小型機においては実測値の平均が推計平均値と同程度である。

・Ldenは、全体の便数が減少していることから、低い値となっている。

*実i則値及びLdenは新経路を飛行した航空機の騒

音値のみを集計し、算出したものです,

Lden:航空機騒音を音の大きさ、継続時間、発生した

時間帯の3要素で評価する指標
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【測定結果】北区立袋小学校
⑲国土交通省

○飛行経路と測定地点の位置関係等

・C滑走路好天着陸経路のほぼ直下、羽田空港からは27km程度に位置する。

・他の経路を使用した航空機からは距離が遠いため測定されていない。

単位.dB

○実測データの分布

(回数)80

70

60

50

40

30

20

10

　一一一一一一一一一一平均「:64.2dB-一一一一一
騒音発生回数589

大型機

中型機

小型機

Lden

実測値平均

(A滑走路着陸機+

C滑走路着陸機)

(3/29～4/30)

66.4

63.9

64.0

4月

38.6

説明会等でお示し

した推計平均値
C滑走路着陸

機の平均

66.4

64.0

64.1

68～66

64～60

65-58

*実i則値及びLdenは新経路を飛行した航空機の騒

音値のみを集計し、算出したものです。

Lden:航空機騒音を音の大きさ、継続時間、発生した

時間帯の3要素で評価する指標

0

5051525354555657585960616263646566676869707172737475767778798081828384858687888990(dB)
H

■小型機■中型機■大型機※矢印は説明会等でお示しした推計平均値

○測定結果の分析

・大型機・中型機・小型機のいずれも実測値の平均が推計平均値と同程度である。

・Ldenは、全体の便数が減少していることから、低い値となっている。

9



【測定結果】板橋区立赤塚第二中学校
⑲国土交通省

○飛行経路と測定地点の位置関係等

・A滑走路好天着陸経路とC滑走路悪天着陸経路のほぼ直下に位置する。

・A滑走路悪天着陸経路から1.5km程度、C滑走路好天着陸経路から6km程度に位置する。

・羽田空港からは28km程度に位置する。

○実測データの分布

一一:61.7dB
(回数)18

騒音発生回数198
16

14

12

10

8
6

4
2

単位・dB

1
」

U㎜

闇

■

大型機

中型機

小型機

Lden

実測値平均説明会等でお示し

(3129～4/30)した推計平均値

64.8

61.8

60.8

4月

31.0

68～66

64～60

65～58

*実測値及びLdenは新経路を飛行した航空機の騒

音値のみを集計し、算出したものです。

Lden航空機騒音を音の大きさ、継続時間、発生した

時間帯の3要素で評価する指標

0

5°5152535455565758596°61626364656四697°7172737475767778798°8182838485868788899°(dB)

■小型機■中型機■大型機※矢印は説明会等でお示しした椎計平均値

○測定結果の分析

・大型機においては実測値の平均が推計平均値を下回っている。

・中型機・小型機においては実測値の平均が推計平均値と同程度である。

・Ldenは、全体の便数が減少していることから、低い値となっている。
10



【測定結果】練馬区職員研修所
⑲国土交通省

○飛行経路と測定地点の位置関係等

・A滑走路着陸経路とC滑走路悪天着陸経路のほぼ中間に位置し、両経路の音の差が小さい。

・A滑走路着陸経路から700m程度、C滑走路好天着陸経路から3km程度、C滑走路悪天着陸経路から1km程度に位置する。

・羽田空港からは23km程度に位置する。

・C滑走路好天着陸経路を使用した航空機は距離が遠いため音が小さい。

○実測データの分布

一一_____________一塾L63.4d
(回数)16

14

12

10

8
6

4
2

ll1■■■■

____騒音発生回数236_

大型機

中型機

小型機

Lden

実測値平均

(3/29～4130)

66.8

63.2

62.1

4月

33.8

単位dB

説明会等でお示し

した推計平均値

70～67

66-・61

67～59

*実測値及びLdenは新経路を飛行した航空機の騒

音値のみを集計し、算出したものです。

Lden航空機騒音を音の大きさ、継続時間、発生した

時間帯の3要素で評価する指標

0

5051525354555657585960616263646566676869707172737475767778798081828384858687888990(dB)
一

一

■小型機■中型機■大型機※矢印は説明会等でお示しした推計平均値

○測定結果の分析

・大型機・中型機・小型機のいずれも実測値の平均が推計平均値と同程度である。

・Ldenは、全体の便数が減少していることから、低い値となっている。
11



【測定結果】豊島区立千早小学校 ⑲国土交通省

○飛行経路と測定地点の位置関係等

・C滑走路好天時着陸経路のほぼ直下、羽田空港からは21km程度に位置する。

・A滑走路着陸経路を使用した航空機は距離が遠いため測定されていない。C滑走路悪天着陸経路を使用した航空機

は距離が遠いため音が小さい。
単位dB

○実測データの分布
____________-65.8dB_____

(回数)60

騒音発生回数.520

50

40

30

・・__-1

0

大型機

中型機

小型機

Lden

lll.1.

実測値平均
(A滑走路着陸機+説明会等でお示し
C滑走路着陸機) した推計平均値

C滑走路着陸
(3129～4/30)

機の平均

68.4

66.0

65.4

68.4

66.0

65.4

69--67

65～61

66-59

4月*実測値及びLdenは新経路を飛行した航空機の騒
音値のみを集計し、算出したものです

39.6Lden航空機騒音を音の大きさ・継続時間・発生した
時間帯の3要素で評価する指標

5051525354555657585960616263646566676869707172737475767778798081828384858687888990(dB)
一

■小型機■中型機■大型機※矢印は説明会等でお示しした推計平均値

○測定結果の分析

・大型機・小型機においては実測値の平均が推計平均値と同程度である。

・中型機においては実測値の平均が推計平均値を上回っているが、本観測地点は好天時に旋回を行う地点に近いため、何ら

かの機体操作等の影響により、騒音値がやや高くなっている可能性が考えられる(推計平均値は旋回を考慮せずに設定)。

・Ldenは、全体の便数が減少していることから、低い値となっている。 12



【測定結果】新宿区立落合第二小学校
⑲国土交通省

○飛行経路と測定地点の位置関係等

・C滑走路好天時着陸経路のほぼ直下、C滑走路悪天時着陸経路からは側方500m程度に位置する。

・羽田空港からは19km程度に位置する。

・A滑走路着陸経路を使用した航空機は距離が遠いため音が小さい。

○実測データの分布

(回数)50-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一平難「:67T4dB-一一一一
騒音発生回数561

45

40

35

30

25

20

15

10

5

大型機

中型機

小型機

Lden

l_
ll.

実測値平均
(A滑走路着陸機+

C滑走路着陸機〕

(3129～4130)

68.7

68.5

66.7

4月

41.5

単位dB

説明会等でお示し

した推計平均値
C滑走路着陸

機の平均

69.5

68.6

66.8

69-68

65～63

66～61

*実測値及びLdenは新経路を飛行した航空機の騒

音値のみを集計し、算出したものです

Lden:航空機騒音を音の大きさ、継続時間、発生した

時間帯の3要素で評価する指標

0

5051525354555657585960616263646566676869707172737475767778798081828384858687888990(dB)
⇔

一
一

■小型機■中型機■大型機※矢印は説明会等でお示しした推計平均値

○測定結果の分析

・大型機・中型機・小型機において実測値の平均が推計平均値を上回っている。

・本観測地点は好天時に旋回を行う地点に近いため、何らかの機体操作等の影響により、騒音値がやや高くなっている可能

性が考えられる(推計平均値は旋回を考慮せずに設定)。特に中型機においてその傾向がみられる。

・Ldenは全体の便数が減少していることから低い値となっている。 13



【測定結果】中野区小淀ホーム
⑲国土交通省

・A滑走路着陸経路を使用した航空機は距離が遠いため音が小さい。

○実測データの分布

○飛行経路と測定地点の位置関係等

・C滑走路着陸経路寄りのA滑走路着陸経路との間に位置する。

・A滑走路着陸経路の側方1.4km程度、C滑走路好天時着陸経路の側方500m程度、C滑走路悪天時着陸経路の側方

300m程度に位置する。

・羽田空港からは18km程度に位置する。

単位dB

(回数)70-一一一一一一一一一一一一平埼:66畑一一一一
騒音発生回数699

60

50

40

30

響

.lllllllll111:

大型機

中型機

小型機

実測値平均
(A滑走路着陸機+

C滑走路着陸機)

(3/29～4130)

67.7

67.6

65.8

説明会等でお示し

した推計平均値
C滑走路着陸

機の平均

68.8

67.8

66.2

70～68

66-63

67～61

2°4月善講裂鞭臨騰灘た航空機の騒
LdenLden航空機騒音を音の大きさ、継続時間、発生した

1041.5時間帯の3要素で評価する指標

.■0

5051525354555657585960616263646566676869707172737475767778798081828384858687888990(dB)

《≒____■》《■■■■》
《一一一一一一一一一一一一》■小型機■中型機■大型機※矢印は説明会等でお示しした推計平均値

○測定結果の分析

・大型機・小型機においては実測値の平均が推計平均値と同程度である。

・中型機においては実測値の平均が推計平均値を上回っているが、本観測地点は好天時に旋回を行う地点に近いため、何ら

かの機体操作等の影響により、騒音値がやや高くなっている可能性が考えられる(推計平均値は旋回を考慮せずに設定)。

・Ldenは、全体の便数が減少していることから、低い値となっている。14



【測定結果】渋谷区立広尾中学校
⑲国土交通省

○飛行経路と測定地点の位置関係等

・A滑走路着陸経路とC滑走路着陸経路のほぼ中間にあり、両経路の音の差が小さい。

・どちらからも側方800m程度、羽田空港からは12km程度に位置する。

○実測データの分布

(回数)go

80

______________≡E均.:65.7d

騒音発生回数;687

大型機

実測値平均

(3/29～4130)

70

60

50

40

30

20

10

■

■

一
■

中型機

小型機

68.7

66.5

64.8

単位:dB

説明会等でお示し

した推計平均値

71

65

1閣ll㎞.
Lden

4月

41.0

*実測値及びLdenは新経路を飛行した航空機の騒

音恒のみを集計し、算出したものです

Lden:航空機騒音を音の大きさ、継続時間、発生した

時間帯の3要素で評価する指標

0

5°5152535455565758596°616263648666768697°ム72737475767778798°8182838485868788899°(dB)

■小型機■中型機■大型機※矢印は説明会等でお示しした推計平均値

0測定結果の分析

・大型機においては実測値の平均が推計平均値を下回っている。

・小型機においては実測値の平均が推計平均値と同程度である。

・Ldenは、全体の便数が減少していることから、低い値となっている。
15



【測定結果】目黒区立田道小学校
⑲国土交通省

○飛行経路と測定地点の位置関係等

・A滑走路着陸経路の側方400m程度、羽田空港からは11km程度に位置する。

・C滑走路着陸経路を使用した航空機は距離が遠いため音が小さい。
単位.dB

○実測データの分布

(回数)20
平均:70.3dB

実測値平均
(A滑走路着陸機+

C滑走路着陸機)

(3/29～4/30)

騒音発生回数;253
18一

16

14

12

10

8
6

4
2 ■■1llll.コー11Lll

大型機

中型機

小型機

Lden

72.4

69.4

69.8

4月

40.2

説明会等でお示し

した推計平均値
A滑走路着陸機

の平均

73.8

72.5

70.7

74-73

71～69

71～68

*実測値及びLdenは新経路を飛行した航空機

の騒音値のみを集計し、算出したものです.

Lden:航空機騒音を音の大きさ、継続時間、発生

した時間帯の3要素で評価する指標

0

5051525354555657585960616263646566676869707172737475767778798081828384858687888990(dB)

《____》《■ウ
ー

■小型機■中型機■大型機※矢印は説明会等でお示しした推計平均値

ll「一一一一一一一一一一一一一

○測定結果の分析

・大型機・小型機においては実測値の平均が推計平均値と同程度である。

・中型機においては実測値の平均が推計平均値を上回っている。

・Ldenは、全体の便数が減少していることから、低い値となっている。 16



【測定結果】港区立高輪台小学校 ⑲国土交通省

○飛行経路と測定地点の位置関係等

・C滑走路着陸経路のほぼ直下、羽田空港から9km程度に位置する。

・A滑走路着陸経路を使用した航空機は距離が遠いため音が小さい。
単位:dB

○実測データの分布

(回数)100

90

80

70

60

50

一一一一一一一一一一一一一一一一一平均÷72.6dB-一
騒音発生回数;637

40

;…_M,,,.一一.一_一,,i1

0

大型機

中型機

小型機

実測値平均

(A滑走路着陸機十

C滑走路着陸機)

(3/29～4!30)

73.9

73.4

72.1

C滑走路着陸機

の平均

75.1

73.5

72.3

4月

説明会等でお示し

した推計平均値

76～73

74～69

73-68

Lden
46.5

1「lllL-___…
*実i則値及びLdenは新経路を飛行した航空機の騒

音値のみを集計し、算出したものです,

Lden航空機騒音を音の大きさ、継続時間、発生した

5051525354555657585960616263646566676869707172737475767778798081828384858687888990(dB)
一

一

■小型機■中型機■大型機※矢印は説明会等でお示しした推計平均値

O測定結果の分析

・大型機・中型機・小型機のいずれも実測値の平均が推計平均値と同程度である。

・Ldenは全体の便数が減少していることから低い値となっている。

17



【測定結果】東京都下水道局南部下水道事務所品川出張所
⑲国土交通省

○飛行経路と測定地点の位置関係等

・A滑走路着陸経路のほぼ直下、羽田空港からは7km程度に位置する。

・C滑走路着陸経路を使用した航空機は距離が遠いため音が小さい。

単位.dB

○実測データの分布

(回数)25

実測値平均

(A滑走路着陸機+

C滑走路着陸機)

(3/29～4130)

20

15

10

5

騒音発生回数:263

。____」■■■■■

、'》:

大型機

中型機

小型機

78.2

74.1

72.6

説明会等でお示

しした推計平均値
A滑走路着陸機

の平均

78.4

76.4

74.1

4月

80～76

78～72

77～71

lllllL_.lll ■

■
■

■
■

▼
l

Lden
43.5

*実測値及びLdenは新経路を飛行した航空機

の騒音値のみを集計し、算出したものてす、

Lden航空機騒音を音の大きさ、継続時間、発生

■一_」塒間帯の3要素で評価するt旨標
50515253545556575859606162636465666768697071727374ア5767778798081828384858687888990(dB)

■小型機■中型機■大型機※矢印は説明会等でお示しした推計平均値

○測定結果の分析

・大型機・中型機・小型機のいずれも実測値の平均が推計平均値と同程度である。

・Ldenは、全体の便数が減少していることから、低い値となっている。
18



【測定結果】東京都立産業技術高等専門学校品川キャンパス
⑲国土交通省

O飛行経路と測定地点の位置関係等

・A滑走路着陸経路とC滑走路着陸経路の中間の場所にあり、両経路の音の差が小さい。

・A滑走路着陸経路の側方1km程度、C滑走路着陸経路の側方700m程度、羽田空港からは6km程度に位置する。

○実測データの分布

(回数)90

平均:68.2dB

80
騒音発生回数;708

70

60

50

40

30

20

10

Lde

,

.lllll■.

大型機

中型機

小型機

4月

41.9

実測値平均

(3/29～4/30)

69.4

68.9

67.7

単位:dB

説明会等でお示し

した推計平均値

74

68

*実測値及びLdenは新経路を飛行した航空機

の騒音値のみを集計し、算出したものです、

Lden航空機騒音を音の大きさ、継続時間、発生

した時間帯の3要素で評価する指標

0

5°5152535455565758596°61626364656667塁697°717273475767778798°8182838485868788899°(dB)

■小型機■中型磯■大型機※矢印は説明会等でお示しした推計平均値

○測定結果の分析

・大型機においては実測値の平均が推計平均値を下回っている。

・小型機においては実測値の平均が推計平均値と同程度である。

・Ldenは、全体の便数が減少していることから、低い値となっている。
19



【測定結果】東京都下水道局八潮ポンプ所
⑲国土交通省

○飛行経路と測定地点の位置関係等

・A滑走路着陸経路とC滑走路着陸経路の中間の場所にあり、両経路の音の差が小さい。

・A滑走路着陸経路の側方700m程度、C滑走路着陸経路の側方1km程度、羽田空港からは5km程度に位置する。

○実測データの分布

(回数)30
平均:70.3dB

25

20

騒音発生回数207 大型機

中型機

小型機

実測値平均

(3129～4130)

72.2

70.7

15

69.5

単位dB

説明会等でお示し

した推計平均値

74

68

1__-llhlll

O

翫ll搾
4月

38.8

*実測値及びLdenは新経路を飛行した航空機

の騒音値のみを集計し、算出したものです、

Lden航空機騒音を音の大きさ、継続時間、発生

した時間帯の3要素で評価する指標

5051525354555657585960616263646566676869707172737475767778798081828384858687888990(dB)
⇔⇔

■小型機■中型機■大型機※矢印は説明会等でお示しした推計平均値

○測定結果の分析

・大型機においては実測値の平均が推計平均値を下回っている。

・小型機においては実測値の平均が推定平均値を上回っている。

・Ldenは、全体の便数が減少していることから、低い値となっている。
20



【測定結果】大田区立大森第五小学校
⑲国土交通省

○飛行経路と測定地点の位置関係等

・A滑走路着陸経路の側方1.2km程度、羽田空港から4km程度に位置する。

○実測データの分布

(回数)25

20

15

10

騒音発生回数126

平均:62.2dB

大型機

中型機

小型機

実測値平均

(3/29～4/30)

64.0

61.8

61.3

単位:dB

説明会等でお示し

した推計平均値

69

65

5

Lden
4月

31.1

*実測値及びLdenは新経路を飛行した航空機

の騒音値のみを集計し、算出したものです、

Lden航空機騒音を音の大きさ、継続時間、発生

した時間帯の3要素で評価する指標

0

5051525354555657585960616263646566676869707ユ72737475767778798081828384858687888990(dB)
⇔⇔

■小型機■中型機■大型機※矢印は説明会等でお示しした推計平均値

○測定結果の分析

・大型機・小型機においては実測値の平均が推計平均値を下回っている。

・Ldenは全体の便数が減少していることから低い値となっている。
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騒音軽減効果を比較する騒音測定局について ⑲国土交通省

ン降下角が3度と3.45度の場合の騒音を比較可能な小淀ホーム～東京都下水道局八潮ボンプ所までの8カ、所におい

て、騒音軽減効果を分析いたしました。
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鯛
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㌦
駆
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づ
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冷
欄
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餐
同

　鍔諺

ロ
ヒ
　
　
　
ワ
コ
く

ぴ募
北風時C滑走路出発'"isc

東京都豆産業技術高等

専門学校品川キャンバス

＼

ノ

騒音軽減効果を比較する

騒音測定局
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RNAV運用時とILS運用時の騒音の比較について(実機飛行確認+4月) ⑲国土交通省

ILS運用時(3度の降下角)の実測値の平均を基準にRNAV運用時(3.45度の降下角)の実測値の平均を比較

したところ、RNAV運用時において一定程度の騒音軽減が確認できた。

一・〈・

・」・:定ホーム

05

i

O.11

:

0.O

i

　むら　

i
i

-1.0

広尾中

lLS運用時と比較したRNAV運用時の変化量

田道小1高輪台小1下水道品川出張所1産業技術高専八朝ホンフ

I

大森第五小

50

一

一定程度の

軽減効果

(-1.6～0.1dB)

.1,1 .1.1

.1,2

一1.5

一15

一1.6

(dB}'20

・3度と3.45度の高度差による騒音軽減効果は距離の要素だけで計算すると1デシベル程度であり、高度が上がり距離が離れたことに起因すると

考えられる騒音軽減効果が継続的に確認できている。渋谷区立広尾中学校、東京都立産業技術専門学校及び八潮ポンプ所はA着陸経路とC

着陸経路の中間にあり、大森第五小学校はA着陸経路から西側に大きく離れた地点にあるため、高度差による騒音軽減効果が少ないと考えら

れるが、広尾中学校及び産業技術専門学校においては一定程度の騒音軽減効果が見られている。

・小淀ホームはRNAV経路で旋回が終了する地点に近く、何らかの機体操作等の影響が生じている可能性があり、多面的な観点で継続的に分析

を行っていく。

・新経路運用開始後のILS運用日は4月18日のみ(A滑走路に8機、C滑走路に11機が着陸)であることから、今回は実機飛行確認の際のデータと

合わせて評価を行った。なお、4月はほぼ全てRNAV運用であったことを踏まえると、新型コロナウイルスの影響により、航空機が小型化・軽量

化している状況の影響度合いがRNAV運用とILS運用で異なる可能性も考えられ、引き続きデータの蓄積・分析を行っていく。

※RNAV経路とILS経路が同じ場所を通る(高度だけが異なる)測定局の変化量を示している。

※八潮ホンブ所ではILs経路でc滑走路に着陸する航空機の騒音が測定できていなかったためc滑走路にRNAv経路で着陸した機体を除外して計算している。23



3.45度継続降下機と2段階降下機の比較について(実機飛行確認+4月)CV)国土交通省

RNAV運用時(3.45度の降下角)に角度をできるだけ維持して降下している着陸機(図示A)と2段階降下

(1,500ft付近で3度に会合)をしている着陸機(図示B)の実測値の平均を比較したところ、角度をできるだけ維

持している着陸機の方が騒音軽減効果がより大きい傾向にあることが確認できた。

今後も引き続きモニタリングを実施していく。

〈RNAV運用(3.45度降下)と2段階降下のイメージ図〉
A-・RNAV運用(降下角3.45°)

.RNAV運用(2段階降下)

:ILS運用(降下角3°)

滑走路

lLS運用時と比較した2段階降下で着陸した場合の変化量(BとCの比較)

(dB)'」淀ホーム1庁尾中1田疸小1高輪台'」・1下水道品川出張所1産業技術高専

06
10

05

00

05

-10

-15

20

へ朝ホ・フ 六蔀劃軽減効果;小
(-1.6～0.6dB)

01

一〇4

畢
一〇9

lLS運用時と比較した3.45度継続進入で着陸した場合の変化量(AとCの比較)i

(dB)僻ホームi蝦中i田道小1論創1下水道品Jll出張所1産業技術高専1
00

-10-一一一Lトー-1一中一一一一一一一一中一一

IIIII-111

1-1411111
20
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30

一23
一24
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2019年度の部品欠落報告について

曾国土交通省



2019年度における部品欠落報告の概要
⑨国土交通省

○羽田空港の新飛行経路の運用開始以降(2020.3.29～6.30)において、新飛行経路における落下

物事案と確認されたものは0件。

○落下物には至らないものの、部品欠落についても情報収集を強化し、落下物の未然防止に活か

すため、2017年11月、国際線が多く就航する空港について、外国航空会社も含めた全ての航空会

社から航空機の部品欠落情報が報告されるよう、報告制度を拡充。本制度により2019廿に止さ

れた部品欠落件…は928件。
→部品欠落の報告制度についてはP2

→2019年度及び2018年度(一昨年度)の部品欠落の概要はそれぞれP3,P4

○本制度については、拡充後約2年の間において、制度趣旨の周知を徹底。その結果、航空会社に

おいて、音ロ欠落が起こりやい触戸の点愈化や点行軸,、の整茄士聴の意量'の向上のため

の1取組笠が実施されている。
また、羽田空港においては、2019年3月から空港管理者(国)による駐中のk本チェックを由施

しており、2020年度からも本制化を行一など、更なる点検の強化を図っている。
→航空会社における取組及び空港管理者(国)による駐機中の機体チェックについてはP5

○これらの取組により、部品欠落の報告内容を分析し、脱落しやすい部品の情報を航空会社や航空

機メーカー等と共有すること等により、抗空会土による適切な整席の進や、必に応じた落下

止対基,への対謄追加などを図り、再止に一タめていく。
→再発防止のための取組についてはP6

1



航空機の部品欠落に関する報告制度 ⑨国土交通省

○部品欠落とは、到着後の点検において、航空機の部品がなくなっていることが確認されたもの。

02017年11月、国際線が多く就航する空港について、外国航空会社も含めた全ての航空機運航

者から空港運営者に対し、航空機の部品欠落情報が報告されるようAIP※において周知。

(イメージ図),"一
ノ",

'

同L_レ,
盈・

出発空港

、、

＼
㌦

、
ooム

ドィ
4

地上(空港内で発見されたものを除く。)で
音ロ又はラ土がされた場合には

●

ン
　

』
目的地空港

■報告制度の対象空港

従来より報告制度を設けていた成田空港に加え、2017年11月より、羽田、関西、中部、福岡、那覇、新千歳の6空港

で制度開始。

2

※AIP国際民間航空条約第15附属書に従い、航空法第99条に基づき国土交通大臣から航空機乗組員に対し、航空機の運航のために必要なll青報を提供するもの。



2019年度における部品欠落の重量別・部品別割合
⑨国土交通省
一

○部品欠落の報告制度により、羽田空港を含む7空港において2019年度に報告された欠落部品

の総計は928個※。

○その多くは100g未満、半数以上は10g未満となっている。(※)響男能鰻舞難幾器籠酷鄙窪欝

重量別割合1kg以上
3個0.396

500g以上～1kg未満

15個1.6%

200g以上～500g未満

28個3.0%

100g以上～200g未満

21個2.396

50g以上～100g未満

35個3.896

10g以上～50g未満

212個22.896

重量不明56個6.0%

合計

928個
10g未満
558個

60.196

レンズ、ライト力八一類

5%

識別プレート類

396

〈その他の内訳〉

タイヤ破片、ブレーキ部品、整流板の一部、

ガイド、アンテナ、スプリング等

その他

17010

バネル、カバー類

9%

放電索、避雷針類496 シール、デカール類

16%

スクリュー、リベット類

46010

部品欠落の例

リベット(留め具)

■

シール
4

く

〈

スタティックディス

チャージャー(放電索)

O部品欠落報告の4割以上は、スクリュー、リベット等の留め具であり、

重さは1グラム～10グラム程度のものがほとんど

○シール、デカール類の材質はゴム等であり、重さは1グラム～500グラム程度

Oスタティックディスチャージャー(放電索)、避雷針類の材質は金属、複合材等であり、

重さは1グラム～100グラム程度

○パネル類の材質は金属、複合材等であり、重さは1グラム～500グラム程度

○識別プレート類の材質は薄い金属材料であり、重さは1グラム～50グラム程度3
0レンズ、カバーライト類の材質はガラス、アクリル等であり、重さは5グラム～800グラム程度



(参考)2018年度における部品欠落の重量別・部品別割合
⑨国土交通省
一

▼部品欠落情報の重量別割合▼部品欠落情報の部品別割合

1kg以上
500g以上～1kg未満

8個1.6%
11個2.3%

重量不明

2009以上～5009未満33個6.8%
14個2.9%

その他

レンズ・ライトカバー類5%19%

100g以上～200g未満
19個3.9%

合計

488件10g未満
277件

識別フレート類6%

50g以上～100g未満

23個4・70/oパネル、カノ℃一類7%

放電索、避雷針類8%

1°9謎翻1誘苗シー・、デ・一・レ類・・%

(補足)件数精査の結果、住民説明会等でお示ししていた489件から変更となっている。

その他の内訳

・ドレインバルブ

・タイヤ関連のゴム裂品、

キヤツブ

・フェアリンク

・ボルテックス・ジェネレータ

・ラッチ

・クランプ

・スフリンク

・ELTアンテナ

・VHFアンテナ

・エアインレット

・インボード・フラップ等

スクリュー、リヘット類

45%

4



落下物の未然防止のための取組①⑫国土交通省
航空会社における点検の強化・空港管理者による駐機中の機体チェックの実施

O落下物の未然防止のため、各航空会社において、部品欠落が起こりやすい箇所の点検強化や点検を行う整備士等の意識向

上のための取沮が行われている。具体的には、2019年度は点検の項目や教育訓練の内容を強化し、未然防止の徹底を図っ

ている。各航空会社の取組等については、抗空会土やメーカー等との間で桂共・水平謂を行っている。

Oまた、羽田空港においては、2019年3月から空港管理者(国)による駐機中の機体チェックを由施しており、2020年度からも体

制強化を行うなど、なる点の化図っている。

大手国内航空会社における取組

ロロ・が己こしやい一の

纏

航空会社が2019年度に新たに

設定した特別点検(※)の

項目数の合計:

全△せてのべ101目

上記特別点検による部品欠落報告件数

亨2101閏

(具体例)

口
※2019年1月に落下物防止対策基準が義務付けられたこと

を受け、大手国内航空会社において、過去の落下物・部品

欠落の傾向や他社事例などを踏まえて設定した点検等

b'註1,匪・の1化によ.

一凌:'三'芦llの口上
ロバロリ　ロけセロ

ー1e.

嗣

葛「『

塔
一

●

門
薩臨騨

筏國㌔置
ハザードマッフを活用した

重点点検箇所の共有

ロ　　ロゆいみ　

ぎ鴨懇=こ,__

臨識轟躇
他社・メーカーとの情報共有

羽田空噂における主のチェッ

2019年度における機体チェックの実施状況

旦ユヱ便を対象に機体チェックを実施。

部品欠落を発見

幽

欠落になる恐れの

あった状態を発見

塑

落下物の未然防止に寄与

p一チェッの1・・化

新飛行経路の本格運用に伴い、

2020年度より機体チェックの体制強化を

図っている。

機体チェック要員の

増員

2チーム→3チーム

深夜早朝便の機体

チェック体制を強化



落下物の未然防止のための取組②

部品欠落の発見を再発防止に活かす取組

⑲国土交通省

○過去に発生した部品欠落については、抗空メーカーと痺して,、因巾日を行い、その結果を踏まえて、

国として航空会社への情報共有や指示、必要に応じて落下物防止対策基準への対策追加等を実施しているほ

か、航空会社においても部品の取付補強や交換を行うことにより、△後の再止に活かしている。

02019年度に発生した部品欠落についても、内容を分析し、今後の再発防止に活かしていく。

コ具▲.三の'

ノ ヘノ

1落職勢務難勝鯉輻例1

[=晒':」・s:睦与・

・他機の同部品の点検強化

・メーカー等と連携した原因

究明・対策の検討等

口2018～2019年にかけて、国内航空会社に

おいて、ボーイング777型のブレーキ反の

一音落(ね08～3k°度)

、

正常なブレーキ

一

一ノ
騒、、

ロ

ブレーキ板が一部欠落

ロメーカーと連携した調査の結果、糊防
ラオの影型によしブレーキが化・小化

したことが,、大と判日
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■

ロプラカード、ネジ、放電索などの部品笠
の部品欠落の発生傾向を分析・確認

ロ部品欠落の発生頻度の多い部品等に関

する特別点検の実施

ロメーカー等と連携した再発止の討

i"、止のi';11底

・同型機を運航する他社へ

の情報共有・対策の指示

・必要に応じ、落下物防止

対策基準への対策追加

・航空会社における再発防

止策の実施等

ロブレーキメーカーから型ブレーキへの

将る術'が行

ロ落下物方止対策基準を改正(2019年8

且Σし、我が国を運航する国内外の航空会
社に対し当該技術通報の実施を義務付け

口取付補強・交換などの更迦ため
のハード対策の開

一

黛

1△

・・●●●o

プラカードの接着補強・

ヘイントへの変更

図

れも

「●」鼻・ち.

'

一

放電索の取付補強

統計分析に基づく

取付ネジの定期交換

、噛___________________________________________一'、_______________■__________________________'


